
　
　

将
来
の
町
の
姿
を
見
通

し
、
当
面
重
視
す
べ
き
こ
と

を
ど
う
捉
え
て
い
る
か
。

　
　
　
　
　

少
子
高
齢
化
と

今
後
の
人
口
減
少
問
題
、
出

口
の
見
え
な
い
日
本
経
済
の

低
迷
や
長
引
く
国
政
の
混
乱

な
ど
、
住
民
生
活
を
考
え
る

う
え
で
、
留
意
が
必
要
な
点

で
あ
る
。

　

そ
う
し
た
状
況
を
踏
ま
え
、

今
後
の
町
の
姿
を
充
分
考
慮

し
、
6
項
目
24
施
策
を
掲
げ

た
。
い
ず
れ
も
、
当
町
の
将

来
に
と
っ
て
欠
か
せ
な
い
の

で
、
財
政
状
況
の
推
移
を
見

極
め
な
が
ら
、
各
事
業
の
実

現
に
向
け
て
、
最
大
限
の
努

力
を
し
て
い
き
た
い
。

　
　

健
全
財
政
を
維
持
し
な

が
ら
将
来
展
望
を
踏
ま
え
た

具
体
的
な
施
策
の
展
開
が
求

め
ら
れ
る
が
、
見
通
し
は
。

　
　
　
　
　

率
直
に
言
っ
て
、

今
ま
で
ど
お
り
の
施
策
展
開

を
続
け
て
い
く
こ
と
に
は
、

不
安
感
を
持
っ
て
い
る
。

「
選
択
と
集
中
」
と
い
う
理

念
の
も
と
、
限
ら
れ
た
財
源

で
住
民
に
最
大
の
福
祉
、
あ

る
い
は
最
高
の
サ
ー
ビ
ス
を

継
続
的
に
提
供
で
き
る
よ
う

見
直
し
た
い
。

　
　

当
町
の
高
齢
者
人
口
は
、

平
成
2
年
か
ら
平
成
22
年
の

間
で
２
・
７
倍
。
町
の
将
来

の
人
口
構
成
を
踏
ま
え
、
お

年
寄
り
の
健
康
維
持
に
対
し
、

ど
ん
な
対
策
を
考
え
て
い
る

か
。

　
　
　
　
　
　
　
　

保
健
事

業
と
し
て
、
保
健
師
に
よ
る

健
康
相
談
や
血
圧
測
定
な
ど

の
実
施
と
と
も
に
、
介
護
予

防
や
健
康
講
話
を
行
っ
て
い

る
。

　

ま
た
、
各
種
が
ん
検
診
や

骨
粗
し
ょ
う
症
検
診
、
イ
ン

フ
ル
エ
ン
ザ
ワ
ク
チ
ン
接
種
、

肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン
接
種
を

実
施
し
て
い
る
。

　

介
護
保
険
制
度
の
対
策
で

は
、
生
活
元
気
度
調
査
を
も

と
に
、
生
活
機
能
低
下
の
可

能
性
の
あ
る
人
を
対
象
に

「
は
つ
ら
つ
広
場
」
へ
の
参

加
を
勧
め
る
と
と
も
に
、

「
憩
い
の
サ
ロ
ン
」
事
業
を

行
い
、
閉
じ
こ
も
り
や
認
知

　

症
、
う
つ
な
ど
の
予
防
対
策

に
取
り
組
ん
で
い
る
。

　

今
後
も
、
高
齢
者
の
皆
さ

ん
が
、
身
近
な
地
域
で
、
健

康
維
持
に
取
り
組
ん
で
い
た

だ
け
る
よ
う
、
介
護
予
防
事

業
の
充
実
に
意
を
配
し
て
い

き
た
い
。

町
政
を
問
う
！

会
派
代
表

政和クラブ
大岩　保 議員

問

問

６
項
目
24
施
策
を
掲
げ
た

答

当
面
す
る
町
の
重
要
課
題
は

当
面
す
る
町
の
重
要
課
題
は

問

事
業
展
開
の
見
通
し
は

高
齢
者
の

健
康
維
持
対
策
は

■憩いのサロン

問答

町
長

答

町
長

答

厚
生
部
次
長

町政を問う!
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町
政
を
問
う
！

会
派
代
表

　

企
業
業
績
の
低
迷
や
、
大

手
企
業
の
分
社
化
な
ど
に
よ

り
、
今
後
、
法
人
税
が
３
億

円
の
減
収
に
な
る
。

　

平
成
25
年
度
予
算
で
は
、

財
源
不
足
を
補
て
ん
す
る
た

め
財
政
調
整
基
金
か
ら
11
億

円
、
教
育
施
設
等
整
備
事
業

基
金
か
ら
１
億
円
、
あ
わ
せ

て
12
億
円
の
基
金
（
貯
金
）

が
取
崩
し
さ
れ
る
。

　

こ
の
状
況
が
続
き
、
予
定

さ
れ
て
い
る
事
業
を
こ
の
ま

ま
継
続
す
る
と
、
平
成
27
年

度
に
基
金
（
貯
金
）
が
底
を

つ
く
こ
と
に
な
る
。

　
　

今
後
の
予
算
編
成
に
お

い
て
、
何
を
優
先
し
、
何
を

切
り
詰
め
て
い
く
の
か
。

　
　
　
　
　
　
　

来
年
度
以

降
の
実
施
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
お

い
て
、
具
体
的
に
何
を
優
先

し
、
何
を
切
り
詰
め
て
い
く

か
に
つ
い
て
、
明
確
な
方
針

は
持
っ
て
い
な
い
。

　

現
下
の
厳
し
い
財
政
状
況

を
十
分
に
踏
ま
え
、
現
状
に

お
け
る
ベ
ス
ト
の
選
択
と
な

る
よ
う
大
き
な
見
直
し
を
し

な
け
れ
ば
と
考
え
て
い
る
。

　
　

保
育
園
等
整
備
計
画
で

は
、
改
修
や
統
廃
合
を
含
め

た
長
期
的
な
計
画
が
あ
る
が
、

そ
の
他
の
公
共
施
設
に
お
い

て
も
あ
る
の
か
。

　
　
　
　
　
　
　

そ
の
他
の

公
共
施
設
に
お
い
て
は
、
長

期
的
な
計
画
は
な
い
。

　

施
設
の
改
修
な
ど
は
、
状

況
を
判
断
し
な
が
ら
整
備
し

て
い
く
。

　
　

今
後
、
予
算
編
成
を
し

て
い
く
上
で
も
、
公
共
施
設

の
長
期
的
な
計
画
が
必
要
だ

と
思
う
が
考
え
は
。

　
　
　
　
　
　
　

現
在
、
修

繕
計
画
に
つ
い
て
は
、
策
定

中
で
あ
る
。
で
き
る
だ
け
長

い
期
間
で
の
修
繕
計
画
を
策

定
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
る
。

　
　
　
　
　
　
　

全
国
の
自

治
体
で
、
高
度
成
長
時
代
に

建
て
た
公
共
施
設
が
老
朽
化

し
、
建
て
替
え
の
時
期
を
む

か
え
て
い
る
。
財
源
が
捻
出

で
き
な
い
場
合
は
、
廃
止
や

統
合
さ
れ
て
い
る
。

　

武
豊
町
も
、
一
部
の
施
設

　

に
お
い
て
は
検
討
し
て
い
る
。

　

今
後
、
新
た
な
建
設
計
画

も
あ
る
が
、
既
存
の
施
設
に

お
い
て
は
、
廃
止
や
統
合
が

で
き
る
か
検
証
し
て
い
く
必

要
が
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

※
他
に
「
協
働
の
ま
ち
づ
く

り
に
つ
い
て
」
の
質
問
。 新政クラブ

青木　宏和 議員

問問

一
部
の
施
設
に
お
い
て
は
検
討
中

答

公
共
施
設
の
統
廃
合
は

公
共
施
設
の
統
廃
合
は

問

今
後
の
予
算
編
成
は

公
共
施
設
の
統
廃
合
は

■改修や統廃合を検討する公共施設

問答

総
務
部
長

答

総
務
部
長

答

総
務
課
長

答

総
務
課
長
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政
府
は
、
３
カ
年
で
８
・

３
％
の
生
活
保
護
基
準
引
き

下
げ
を
発
表
し
た
。

　

こ
れ
は
、
就
学
援
助
や
国

保
・
介
護
・
最
賃
制
な
ど
広

範
な
国
民
生
活
に
深
刻
な
影

響
を
及
ぼ
す
こ
と
に
な
る
。

　
　

住
民
税
非
課
税
世
帯
、

生
活
保
護
世
帯
、
就
学
援
助
、

国
保
、
介
護
な
ど
へ
の
影
響

を
明
ら
か
に
し
、
施
策
水
準

の
引
き
下
げ
に
な
ら
な
い
措

置
を
求
め
る
。

　
　
　
　
　
　
　

非
課
税
世

帯
へ
の
影
響
は
、
２
万
９
４

４
人
の
納
税
義
務
者
の
う
ち

１
４
９
人
が
新
た
に
課
税
世

帯
に
な
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　

国
保
で

は
、
66
人
に
影
響
が
出
る
。

　

例
え
ば
、
高
額
療
養
費
で

非
課
税
所
得
区
分
が
１
段
階

上
が
る
こ
と
に
よ
り
「
70
歳

未
満
」
で
自
己
負
担
額
が
４

万
４
７
０
０
円
の
負
担
増
と

な
る
。

　

介
護
保
険
で
は
１
０
４
人

に
影
響
が
出
る
。

　
　
　
　
　
　
　

今
年
度
の

準
要
保
護
児
童
生
徒
は
１
８

６
世
帯
２
７
２
人
で
、
実
質

的
に
影
響
を
受
け
る
の
は
２

世
帯
４
人
で
あ
る
。

　
　

就
学
援
助
に
つ
い
て
は
、

文
科
省
局
長
通
達
で
、
ク
ラ

ブ
活
動
費
（
部
活
動
を
含

む
）
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
費
、
生
徒

会
費
な
ど
を
公
費
で
ま
か
な

う
よ
う
補
助
制
度
が
拡
充
さ

れ
た
。

　

こ
れ
ら
の
項
目
も
無
料
化

さ
れ
た
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　

平
成

23
年
３
月
議
会
で
も
同
趣
旨

の
質
問
を
受
け
、
知
多
５
市

５
町
で
検
討
し
た
が
、
生
徒

会
費
や
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
費
、
ク
ラ

ブ
活
動
費
な
ど
バ
ラ
ツ
キ
が

大
き
く
、
不
確
定
な
と
こ
ろ

が
あ
っ
て
、
現
在
、
検
討
中

で
あ
る
。

　
　

働
く
お
母
さ
ん
か
ら
病

児
保
育
の
実
施
を
求
め
る
切

実
な
声
が
寄
せ
ら
れ
て
い
る
。

　

武
豊
町
次
世
代
育
成
支
援

地
域
行
動
計
画
で
は
、
平
成

　

26
年
度
に
１
カ
所
設
置
す
る

計
画
と
な
っ
て
い
る
。

　

ぜ
ひ
、
計
画
通
り
、
実
現

し
て
も
ら
い
た
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　

実
施
す

る
に
は
医
療
機
関
の
協
力
が

不
可
欠
で
、
医
師
会
と
調
整

を
図
り
た
い
。

日本共産党議員団
梶田　稔 議員

問

問

町
政
を
問
う
！

会
派
代
表

平
成
25
年
度
は
維
持
す
る

答

教
育
・
福
祉
施
策
の
維
持
・
拡
充
を

教
育
・
福
祉
施
策
の
維
持
・
拡
充
を

問

就
学
援
助
の

い
っ
そ
う
の
拡
充
を

子
育
て
支
援
の
一
環
と
し

て
病
児
保
育
の
実
施
を

■南部子育て支援センター

問答

総
務
部
長

答

教
育
部
長

答

厚
生
部
次
長

答

厚
生
部
次
長

答

学
校
教
育
課
長
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町
政
を
問
う
！

会
派
代
表

　

い
じ
め
や
体
罰
が
原
因
で

未
来
の
あ
る
学
生
が
、
そ
の

若
い
命
を
自
ら
絶
つ
よ
う
な

こ
と
は
、
断
じ
て
あ
っ
て
は

な
ら
な
い
。

　
　

4
小
学
校
2
中
学
校
で

い
じ
め
体
罰
の
調
査
を
し
た

か
。
そ
の
結
果
お
よ
び
今
後

の
対
策
は
。

　
　
　
　
　
　

学
期
に
一
回
、

担
任
と
児
童
生
徒
が
面
接
す

る
定
期
教
育
相
談
を
し
て
い

る
。
12
月
の
結
果
は
、
い
じ

め
発
生
件
数
は
、
小
学
校
11

件
、
中
学
校
7
件
で
あ
る
。

　

体
罰
に
つ
い
て
は
、
今
回

始
め
て
実
態
調
査
を
行
っ
た
。

そ
の
結
果
、
自
己
申
告
が
あ

っ
た
件
数
は
16
件
で
あ
っ
た
。

そ
の
内
容
は
、
バ
イ
ン
ダ
ー

で
た
た
く
、
肩
を
押
す
、
胸

ぐ
ら
を
掴
む
、
蹴
っ
た
イ
ス

が
子
ど
も
に
当
た
る
な
ど
の

報
告
を
受
け
た
。
「
体
罰
に

頼
る
の
は
、
自
ら
の
指
導
力

が
不
足
し
て
い
る
か
ら
で
あ

る
」
、
「
勝
利
至
上
主
義
に

偏
り
、
体
罰
を
厳
し
い
指
導

と
し
て
正
当
化
す
る
こ
と
は

誤
り
で
あ
る
」
と
、
認
識
を

持
つ
よ
う
教
職
員
に
周
知
し

た
。

　
　

安
定
根
が
し
っ
か
り
し

て
い
る
と
悪
い
事
を
し
て
も

立
ち
直
り
が
早
い
と
聞
く
が

い
か
が
か
。

　
　
　
　
　
　

「
心
の
安
定

根
」
は
、
お
き
あ
が
り
こ
ぼ

し
の
よ
う
な
、
倒
れ
て
も
起

き
上
が
る
強
靭
な
人
格
を
形

成
す
る
も
の
で
あ
る
。
ど
う

す
れ
ば
習
得
で
き
る
か
と
い

う
こ
と
だ
が
、
乳
児
期
に
皮

膚
の
接
触
を
通
じ
て
、
親
の

愛
情
を
感
じ
る
こ
と
が
基
本

で
あ
る
。
愛
情
が
満
た
さ
れ

る
こ
と
で
、
円
満
な
発
達
を

遂
げ
る
。

　
　

青
少
年
教
育
に
お
け
る

自
治
体
の
役
割
と
は
。

　
　
　
　
　
　
　

家
庭
の
役

割
は
「
し
つ
け
と
道
徳
」
、

学
校
で
は
「
教
育
と
集
団
生

活
」
、
地
域
で
は
「
社
会
参

加
」
と
位
置
づ
け
、
本
町
の

教
育
は
「
い
の
ち
の
教
育
」

を
掲
げ
て
い
る
。

　

「
自
他
の
尊
厳
」
を
尊
重

す
る
「
人
と
し
て
の
あ
り
方
」

を
教
科
指
導
や
道
徳
・
学
級

活
動
な
ど
、
様
々
な
場
面
で

実
践
し
て
い
る
。
児
童
・
生

徒
一
人
ひ
と
り
の
立
場
に
立

っ
て
、
関
係
機
関
は
も
と
よ

り
、
学
校
や
保
護
者
、
そ
し

て
地
域
と
の
連
携
を
深
め
、

青
少
年
健
全
育
成
に
取
り
組

ん
で
い
き
た
い
。

情熱
南　賢治 議員

問

問

問

連
携
を
深
め
健
全
育
成
に
取
り
組
む

答

青
少
年
教
育
に
お
け
る
自
治
体
の
役
割

青
少
年
教
育
に
お
け
る
自
治
体
の
役
割

問い
じ
め
、
体
罰
の
実
態
は

「
い
の
ち
の
教
育
」■親の愛情が満たされている子ども

答

教
育
長

答

教
育
部
長

答

教
育
部
長
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町
政
を
問
う
！

会
派
代
表

　

名
鉄
知
多
武
豊
駅
東
区
画

整
理
事
業
（
駅
前
再
開
発
）

が
町
施
工
事
業
と
し
て
、
今

年
秋
頃
に
愛
知
県
の
事
業
認

可
が
さ
れ
る
予
定
と
な
っ
て

い
る
。

　
　

総
事
業
費
20
億
3
千
万

円
、
武
豊
町
単
独
の
事
業
費

支
出
も
10
億
円
を
超
え
る
こ

の
事
業
で
、
わ
が
町
の
魅
力

は
ど
の
よ
う
に
向
上
す
る
か
。

　
　
　
　
　

駅
前
再
開
発
構

想
の
経
緯
は
、
昭
和
62
年
度

の
市
街
地
整
備
計
画
に
溯
る
。

県
事
業
で
あ
る
「
み
ゆ
き
通

り
」
の
拡
幅
整
備
と
併
せ
て
、

約
1
・
5
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
区

域
を
ア
ク
セ
ス
道
路
、
駅
前

広
場
な
ど
の
整
備
を
行
う
こ

と
で
、
安
心
・
安
全
で
快
適

な
駅
の
利
用
環
境
が
確
保
さ

れ
る
。
長
年
の
課
題
で
あ
っ

た
「
み
ゆ
き
通
り
」
を
中
心

と
し
た
ま
ち
づ
く
り
が
一
歩

前
進
し
、
地
域
経
済
の
活
性

化
や
賑
わ
い
な
ど
が
創
出
さ

れ
る
。

　
　

町
民
ク
ラ
ブ
が
毎
年
要

望
し
て
い
る
電
線
の
地
中
化

な
ど
、
こ
の
機
会
に
新
た
な

試
み
が
行
え
な
い
か
。

　
　
　
　
　

電
線
地
中
化
は
、

都
市
計
画
法
上
の
規
制
な
ど

が
あ
り
難
し
い
面
が
あ
る
。

景
観
に
配
慮
し
た
形
に
し
て

い
く
。

　
　

こ
の
事
業
は
駅
前
商
店

街
の
発
展
に
も
密
接
な
関
係

が
あ
る
が
、
地
域
へ
の
商
業

支
援
策
は
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　

区
画

整
理
事
業
に
伴
い
、
店
舗
の

移
転
や
新
築
、
改
築
な
ど
も

発
生
し
て
く
る
。

　

各
種
商
業
団
体
へ
の
補
助

　

金
な
ど
の
活
用
を
推
進
す
る

と
と
も
に
、
景
観
形
成
に
つ

い
て
も
商
店
街
や
愛
知
県
と

協
調
し
な
が
ら
取
組
ん
で
い

く
。

　
　

新
た
な
ま
ち
づ
く
り
を

進
め
る
際
、
防
災
や
減
災
へ

の
対
応
が
必
要
で
は
な
い
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　

事
業

に
伴
い
道
路
が
整
備
さ
れ
、

住
民
の
迅
速
な
避
難
が
可
能

と
な
る
。
ま
た
、
雨
水
排
水

施
設
な
ど
を
適
切
に
整
備
す

る
こ
と
で
水
害
な
ど
の
発
生

も
抑
制
で
き
、
災
害
に
強
い

ま
ち
づ
く
り
の
一
助
と
な
る
。

町民クラブ
石原　壽朗 議員

問

本
町
の
顔
に
賑
わ
い
が
生
ま
れ
る

答

駅
東
再
開
発
で
町
の
魅
力
は
変
わ
る
か

駅
東
再
開
発
で
町
の
魅
力
は
変
わ
る
か

問

災
害
に
強
い
ま
ち
づ
く
り

の
一
助
に

長
年
の
課
題
が
一
歩
前
進

■計画されている名鉄知多武豊駅東のイメージ

問問 答

町
長

問答

町
長

答

産
業
建
設
部
長

答

産
業
建
設
部
長
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町
政
を
問
う
！

会
派
代
表

　
　

本
町
に
お
け
る
孤
独
死

の
実
態
と
防
止
対
策
は
。

　
　
　
　
　
　
　
　

福
祉
関

係
者
が
関
わ
っ
た
事
例
と
し

て
は
、
平
成
23
年
に
１
人
、

24
年
に
４
人
で
あ
る
。
死
亡

後
、
２
、
３
日
し
て
か
ら
の

発
見
で
あ
る
。
取
り
組
ん
で

い
る
対
策
と
し
て
は
、
一
人

暮
ら
し
高
齢
者
を
対
象
に

「
高
齢
者
台
帳
」
へ
の
登
録

を
進
め
て
い
る
。
民
生
委
員

に
よ
る
見
守
り
や
、
乳
酸
菌

飲
料
宅
配
や
緊
急
通
報
装
置

の
設
置
に
よ
り
、
異
常
の
早

期
発
見
に
努
め
て
い
る
。

　
　

現
状
か
ら
み
て
、
体
制

が
甘
い
の
で
は
な
い
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　

県
の
新

た
な
動
き
と
連
動
し
て
、
適

切
な
対
応
が
で
き
る
体
制
の

充
実
を
図
っ
て
い
く
。

　
　

有
効
な
対
策
の
取
り
組

み
に
対
す
る
国
庫
補
助
制
度

が
あ
る
と
聞
く
が
。

　
　
　
　
　
　
　
　

厚
労
省

の
「
安
心
生
活
創
造
事
業
」

と
思
う
。
内
容
と
し
て
は
、

一
人
暮
ら
し
世
帯
な
ど
へ
の

見
守
り
や
、
買
い
物
支
援
な

ど
を
行
う
こ
と
に
よ
り
、
地

域
で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
た

め
の
支
援
と
な
る
。

　
　

埼
玉
県
行
田
市
が
取
り

組
ん
で
い
る
「
い
き
い
き
元

気
サ
ポ
ー
ト
制
度
」
を
取
り

入
れ
、
高
齢
者
の
見
守
り
、

生
活
支
援
を
有
償
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
制
度
と
し
て
行
っ
て
は

ど
う
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　

実
績
期

間
が
短
い
な
ど
不
安
も
あ
る

の
で
、
引
き
続
き
調
査
研
究

し
て
い
く
。
類
似
事
業
と
し

て
、
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ

ー
で
、
有
償
の
家
事
援
助
・

支
援
サ
ー
ビ
ス
（
ワ
ン
コ
イ

ン
サ
ー
ビ
ス
）
を
こ
の
４
月

か
ら
開
始
す
る
。

　
　

町
営
住
宅
の
一
室
を
開

放
し
て
、
住
民
が
気
軽
に
集

え
る
「
い
き
い
き
広
場
」
を

開
設
し
て
は
ど
う
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　

町
営
住

宅
は
常
時
満
室
状
態
で
、
無

理
が
あ
る
。
今
後
、
住
民
と

協
働
の
体
制
を
検
討
し
て
い

く
。

公明党議員団
本村　強 議員

問 問

問

問

問

平
成
23
年
に
１
人
�24
年
に
４
人

答

本
町
に
お
け
る
孤
独
死
の
実
態
は

本
町
に
お
け
る
孤
独
死
の
実
態
は

問孤
独
死
の
実
態
は

有
償
家
事
援
助
・
支
援

サ
ー
ビ
ス
の
開
始
を

■常時満室状態の町営住宅

答

厚
生
部
次
長

答

厚
生
部
次
長

答

厚
生
部
次
長

答

厚
生
部
次
長

答

厚
生
部
次
長

「
い
き
い
き
広
場
」の

開
設
を
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